
青森平野における水害の危険度について
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1 まじめに

人間が日常生活を便利で，かつ， にするために文明は高度の発壌をとげ， 自 も

の都合の良いように変化させられる。そのような自然環境の変化ii， となうて人間社会には

ねi患ってくる O しかし，その中にも一般的な法員IJというべきものが認められる α たとえ';l'，現在

の野本各地における水害についてみると，人口の異常な集中，地盤沈下，それに伴なう応、急処置

の不備，連続堤の行きづまり，河川穆瑚の不完全さ，セメント工事の大陥などにより，被災を大

きく広い範囲にしている場合が多い。技需の進歩，経済成長とともに次第に衰えてきた災害があ

る…方，技術の進歩によって薪たι生じてきた災害もある。

技術の進歩，社会の発展にもかかわらず，水害件数がなかなか減少しないのはなぜか。

(1978)によると，水害にi主幹性があり，その理由をも含めて求書の本質を理解することなくし

て，すぐれた水害調査を行うことはできないとし，求書杵数が減少しない理自の自然的要思とし

ては，人関の力ではなお求害の直接的!京国で、ある豪雨の発生をコント口一/レできないことをあげ

ている。豪罷の発生防止はもとより，それを減少させることも現段時め科学をもヮてして辻ほと

んど不可能である O 水害が減じない号Ijの理由として，求書を受ける土地の条件があり，これはむ

しろ社会経済鵠要因である。いかに治水工事を行っても，…方iこおいて水害を受ける土地の状況

が次々と変われば求書の様相は変わる O しかも土地開発は往々にして，それぞれの土地の求事に

対する抵技力を弱める結果を詔いている。一方，求書に対する深い配慮に基づく土地開発が行わ

れれば，土地条件の変化が水害時め被災状況を悪化させることはないといえるつこのように

は土地利用と密接に関捺しているので，めまぐるしく土地科用が変化し，水害対殺がそれに件わ

ない場合には，…層水害を根絶させることは撃しい。

私は，自然条件と社会条件とがからみあう場として，

をとりあげ，洪水災害の問題を明らかにしたいと思う O

11 青森平野における水害

( 1 )昭和44年s月23日台昆g号による場)11の氾濫

進壊しつつある

昭和44年 8月23日から24日かけて，青森黒は台風9号の接近通治により大雨iニ見舞われた。雨

は八甲田山系北斜面において特に強く降 t)，このため，荒川，駒込町などが氾濫し，青森市は浸

水 l万戸を越える今までにない大水害を受けた。雨は24日明け方には殆ど止んだが，上北鉱出の

247mmを最高i二八甲田山系で200mmを越え，降水は特に山間部に多く，準地でも 100m犯を越したと

ころが多い O このため，青森平野で、i立中小河川で急激な増水. ~日 i監が起こった二八甲閉山系に極
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めて短時間に強i鳴が蜂ったための急教な増水や氾濫で，設水の始まった時実111ま上流と甫弱地問と

に余り差がなしまったくの鉄砲水であった o 荒川lは堤防が決壊し，水聞を土砂で埋没きせ，流

全半壊家霊などを出したが，駒込JII・堤JlI'こはめだった破壊誌なし堤防のない所からの出

水や，現水せきからの逆流で桜川住宅問地，花園町J，韓関地龍一帯が捜本した。市内だけで被害

額の合計辻41壌5千万円に友び，未斡有の求書となった

( 2 )その.他の公共土木施設等被災状況

本県では，昭和44年 8月23日台風9号による堤川の出藍を筆頭として，昭和47年， 48年， 49年，

50年， 52年の集中豪附などで甚大な被害を被ってきた O 具体的に，平成 2年においては，

を含め， 10回以上の被害をうけ，公共土木施設被災額が196議円と全閲9番自の被災となっている。

青森平野では小河川の沼j弘せきや側溝などの盗水が多数おこってはいるが，新開i二掲載され

るはどの大規模なものは組こっていない。

111 水害危険地域の堆定

( 1 )地形および氾濠実績の面から

水谷 (1987)によると，沖積平野はその形成過程において，地殻運動や梅雨変色の態響も受け

ているが，その主たる要国は河川による砂硝の堆積でJうるとしているョこの砂礎の堆積は主とし

て洪水時に行われる。したがって平野の徴超侠，砂艇の土佐積状態は洪水の歴史を示すもので為る O

ゆえに，平野の徴地形を分類すれば(関 3) ，過去の洪水の状態がわかるだけでなし将来，万

一，砂境・氾j誌が為った場合の浸水範囲，洪水のおもな流動方向，i甚水深の諜浅，i甚水期閉め長

河道変還の布無などがわかるlまずである

それでは，図 3の換地形分類問と国 1，間 2のj日覆怪域図について若干の考察を加えてみる事

とにする。現在，荒川は北東方向に流れているが，間 1を見てみると，授水区域拡真北方向に広

がっている。このことは，国 3のi白河道のひろがりとの関連から荒)[1が以前，真北方向に向かつ

て流れていたことを暗示し，再び昭和44年8丹23日台成寺号と司規模以上の詩水により征j誌があ

った場合，同様な荒川11日流路， 1日河道方向への浸水が予想される。また，図しaJ2とも浸水区

域となっている嶺内から卸町にかけての地域は，次の壌で述べる堤防強度の拐さ，荒)11と

点ということなどからも要注意地域といえよう o

( 2 )河川改修および土地利用の翻から

こった際に，その被害の程度を法める堤防の強度と土地利用の蕗についてふれてみた

。、.
'hv 

青寒土木事務所では，限られた予算を省効に使って，河JII改修や堤防強化を行うために r河

JIIの危換度評定基準作成要領J を用いている。危険度評定はA-Eでなされており A，B， C 

といった河川本紡上重要な区間というのは，支JIIが本JlIに合流する地点および下流において宅地

花の進行，市街地の形成により川幅の拡張などという河JII改穆が困離な場所などとなっている。

ただし，その地域l立、氾濫が記こった際に，大被害あるいは人的被害が予想きれる地域であるの
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図 1.昭和44年8月23日台風9号による氾濫区域図(!堤川洪水{~i~予想区域調先報告二書」昭和54年 2 J1より引用 )

図2.平成2年10月26日"'27日低気圧豪雨による横内川・合子沢川氾濫区域図(青森県土木部河111課資料よ リザ1用)
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国3.青森平野徴地形分類図ド土地分

で，7k主:が起こりやすい地域を

とどめておく

るという本議文の要旨からはずれているため，

W ま と め

事れまでjA.べてきた川jt;実結や微地車分野{に関することをふまえ，破堤;者所および没水予想区

域を凶主に IJ¥した。ここで浅水予想区域とは，破堤[呈i所からのそれを詑， iHJ JlI本がj己寵した際

の流出量の紅震により，二段階に分けた。その基準は品去のm~監実主fiおよび表 l との関係によ

た「

それでは，求書について外水i己主と内7k~己濫に分けて，その多発地帯を列挙してみたいっまず，

外7kí l2 ;'g:~(ま，剖i堤ペコ越流による河川水の辺地;であるということから，河j立の屈曲吉G，月 JII の合流

入1，(付近片側の急減部， ?可沫匂配の急地盤沈下域・軟弱地盤域などである。河成平野は氾

j監の繰 1))sしによってつくりあげられてきたものであり，その低位の部分は出水時に浸水するの

が岳黙;な状態であるといえる。出水時に浸水を許すi技水j患を可能な限リ維持して，下流の洪水を

抑制するのが白黙の地形を科用した洪水議節の方法であるといえる O

次に，内7km;監は，時本などの流入量が排水;最を上回ることによって生ずるもので，土地が抵
半であり，排水河川iが域信配な場所で記こりやすL九その笛所としては， IEl河j草・後背湿地など

1丘、ドな平軒中の問所，都主化の進んだ丘陵・台地内の谷底{丘地，砂')'i'I.砂丘によって閉そくされ
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関4.膏森辛野洪水沼灘願位菌

表 1.地影顎紫と洪水氾差形態との関係

=予懇破塊・越流欝所

'Jfi11予想浸水産域

例外的大洪水予想区域

地形要素 洪水氾 i~ 形態

請 状 地 l洪水時， と堆積がみられる。冠水しても排水は良 る《

しばしば流路の変遷がみられる。

自然堤防 冠水する o しでも排水は良 る。

後苦 i在 地 i洪水時，長時間j甚求する。水深は深い。

デ ル タ;洪水時， るがI 7.k i菜は後背湿地より浅L人高i轄の害をうけること

がある q

l日 河 道( 洪水時よく浸水する。 L、。

砂 州|洪水時，冠水せず章譲宅 は乗り越えることがある。

(大矢雅彦 より引用)
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ている海岸誌地・谷底低地，地盤沈下域・軟器地盤域などである G 青森平野では春になると

け水により，このような箆所での内本氾誌が多発している。内木氾誼常襲地は，もともと排水不

良な低混地や凹地であり，このようなところは，浸水が許容できるかたちの公属，

し笹本池としての機能をもたせることにより，間近・下流域の水害を小さくできる。

以上のように求書について外水氾濫と内木氾濫に分けて，その多発地帯を列挙してみたが，ニ

どに

ういったことは迅忠実韓国や微地形分類国により，ある程度推iN!Jすることができる。このような

地域を把握することにより，避難体制の薙立や住民の潜在意識への植え付けが可能となり，土地

手Ij吊上の強い指導と規制をはかることが住民の福祉を増進きせるためにも急務と考えられる。
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